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２
０
２
５
年
６
月
定
例
水
戸
市
議
会
が
開
か
れ
、
日
本
共
産
党
水
戸
市

議
団
は
、
中
庭
由
美
子
議
員
が
代
表
質
問
、、
田
中
ま
さ
き
議
員
、
土
田

き
よ
み
議
員
が
一
般
質
問
、
各
常
任
委
員
会
で
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

中庭議員が代表質問
2025 年 6月議会 いまこそ市独自の物価高対策をいまこそ市独自の物価高対策をいまこそ市独自の物価高対策をいまこそ市独自の物価高対策を

水
道
料
金
　

基
本
料
金
を
無
料
に

　

中
庭
議
員
は
代
表
質
問
で
、

東
海
村
の
山
田
修
村
長
が
６
月

10
日
に
東
海
第
２
原
発
の
再
稼

働
容
認
を
表
明
し
た
こ
と
に
つ

い
て
「
水
戸
市
長
と
し
て
断
固

抗
議
し
撤
回
を
求
め
る
べ
き
」

と
高
橋
市
長
に
迫
り
ま
し
た
。

東海村長が
再稼働容認表明
東海村長が
再稼働容認表明東海第2原発東海第2原発

　

東
海
第
２
原
発
で
は
5
月
30

日
に
原
子
炉
格
納
容
器
近
く
で

ケ
ー
ブ
ル
火
災
が
発
生
す
る
な

ど
、
過
去
３
年
で
12
件
の
火
災

が
発
生
、

防
潮
堤
の

施
工
不
良

の
隠
ぺ
い

が
日
本
共

産
党
へ
の

内
部
告
発

で
判
明
し

ま
し
た
。

火
災
が
頻
発…

原
発

動
か
す
資
格
な
し

　

中
庭
議
員
は
「
日
本
原
電
に

原
発
を
動
か
す
資
格
は
な
い
。

問
題
が
噴
出
す
る
原
発
の
再
稼

働
容
認
は
、
住
民
の
生
命
や
財

産
よ
り
も
原
発
企
業
・
日
本
原

電
を
優
先
す
る
態
度
だ
」
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

な
し
く
ず
し
で

再
稼
働
同
意
の
恐
れ

東
海
村
長
に
抗
議
し

容
認
撤
回
を
求
め
よ

　

東
海
第
２
の
再
稼
働
に
つ
い

て
は
日
本
原
電
と
の
「
新
安
全

協
定
」
に
よ
り
、
東
海
村
や
水

戸
市
を
含
む
原
発
周
辺
６
市
村

が
再
稼
働
に
対
す
る
事
前
了
解

権
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

中
庭
議
員
は
「
東
海
村
長
の

再
稼
働
容
認
の
表
明
で
新
安
全

協
定
が
事
実
上
反
故
に
さ
れ
、

懇
談
会
も
な
し
く
ず
し
に
同
意

す
る
恐
れ
が
強
ま
っ
た
。
黙
っ

て
い
た
ら
再
稼
働
あ
り
き
で
進

む
」
と
指
摘
。　
　

　

中
庭
議
員
は
代
表
質
問
で
、

物
価
高
で
苦
し
む
市
民
に
緊
急

支
援
が
必
要
と
主
張
し
、
高
橋

市
長
に
市
独
自
の
物
価
高
騰
対

策
を
求
め
ま
し
た
。
東
京
や
大

阪
、
県
内
で
も
境
町
や
坂
東
市

が
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
足
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

中
庭
議
員
は
「
水
戸
市
は
今

年
度
か
ら
年
間
１
億
４
千
万
円

も
茨
城
県
に
払
っ
て
き
た
無
駄

な
受
水
費
の
支
払
い
を
止
め
た
。

こ
れ
も
生
か
し
て
、
物
価
高
騰

対
策
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
水

道
料
金
の
値
下
げ
を
」
と
求
め

ま
し
た
。

　

中
庭
議
員
は
気
候
危
機
の
影

響
で
今
年
も
熱
い
夏
に
な
る
と

し
て
、
す
べ
て
の
市
民
を
対
象

に
エ
ア
コ
ン
購
入
費
補
助
と
電

気
代
の
補
助
を
求
め
ま
し
た
。

　

熱
中
症
予
防
に
は
エ
ア
コ
ン

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
熱
中
症
の

約
４
割
が
夜
間
に
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代

熱
中
症
対
策…

 

エ
ア
コ
ン
購
入
費
補
助
を

　

紙
の
保
険
証
廃
止
に
伴
っ
て
、

こ
の
夏
に
有
効
期
限
が
切
れ
る

国
保
の
保
険
証
に
つ
い
て
、
中

庭
議
員
は
「
加
入
者
全
員
に
資

格
確
認
書
を
送
付
す
べ
き
」
と

求
め
ま
し
た
。
資
格
確
認
書
は

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
に
送
付
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
政
府
は
７５
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
に
は

全
員
に
資
格
確
認
書

を
送
付
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

国保加入者
全員に
国保加入者
全員に 資格確認書送付を資格確認書送付を

　

一
方
、
世
田
谷
区
や
渋
谷
区

は
年
齢
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
に
関
係
な
く
加
入
者
全
員
に

資
格
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
も
「
自
治
事

務
な
の
で
自
治
体
の
判
断
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
受
療
権
を
守

る
た
め
『
資
格
確
認
書
』
は
加

入
者
全
員
に
送
る
べ
き
だ
。
一

方
的
な
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
押
し

付
け
を
や
め
て
紙
の
保
険
証
を

残
す
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

再
稼
働
反
対
表
明
を

再
稼
働
反
対
表
明
を

　
　
　
反
対

　
　
　
反
対

高
橋
市
長
は

今
す
ぐ

高
橋
市
長
は

今
す
ぐ

を
節
約
せ
ざ
る
を
得
な
い
市
民

が
い
ま
す
。
県
内
で
は
日
立
市

な
ど
の
８
市
町
村
が
省
エ
ネ
エ

ア
コ
ン
購
入
費
補
助
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
省
エ
ネ
エ
ア

コ
ン
購
入
費
用
が
捻
出
で
き
な

い
市
民
の
た
め
に
、
水
戸
市
も

補
助
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

中小企業に支援金支給もとめる中小企業に支援金支給もとめる
　景気が回復せず仕事が激減し、今年
も倒産する中小企業が後を絶ちません。
　中庭議員は、市独自に中小企業を支
援するための支援金支給や、事業用借
入金の利子の補助拡大を求めました。

　また、全国で多くの市町村が小規模事業者登録制度を
創設しています。これは簡易な工事の発注を自治体から
直接請け負う制度であり、元受けを通す場合よりも資金
的に有利なため小規模事業者から歓迎されています。県
内でも日立市など２２の自治体が制度を創設しています。
　中庭議員は「地元小規模事業者を応援し、市内経済を
発展させるためにも制度創設を」と求めました。

小規模事業登録制度の創設を小規模事業登録制度の創設を
中庭由美子議員
●文教福祉委員会　●国保運営協議会　
●社会福祉審議会　●民生委員推薦会　
●議会報編集委員会

田中まさき議員
●建設企業委員会　●緑化推進会議　
●議会運営委員会

土田きよみ議員
●総務環境委員会　●都市計画審議会　
●まち・ひと・しごと創生有識者会議

日
本
共
産
党
市
議
団
の
所
属
委
員
会

日
本
共
産
党
市
議
団
の
所
属
委
員
会

　

中
庭
議
員
は
再
質
問
で

「
た
だ
ち
に
東
海
村
長
に
抗

議
し
、
再
稼
働
容
認
の
表
明

撤
回
を
求
め
る
と
と
も
に
、

高
橋
市
長
が
再
稼
働
反
対
を

表
明
す
べ
き
」
と
主
張
。

 

市
長
は
「
（
再
稼
働
に
つ
い

て
は
）
安
全
対
策
工
事
の
完

了
、
広
域
避
難
計
画
、
市
民

意
向
の
把
握
な
ど
を
ふ
ま
え

判
断
す
る
。
山
田
村
長
に
対

す
る
言
葉
は
な
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

田中まさき議員田中まさき議員 中庭由美子議員中庭由美子議員土田きよみ議員土田きよみ議員

中庭由美子議員



各土曜日・午後１時から

無料法律相談

☎０２９(２２１)７４４１
場所：水戸市白梅３ー１３ー８ 
共同ビル１階

主催：日本共産党水戸市議団

8月23日・9月20日・10月18日　

　

田
中
議
員
は
一
般
質
問
で
、

子
ど
も
の
不
登
校
に
対
す
る
市

の
支
援
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
１０
年

間
に
３
倍
に
急
増
し
全
国
の
小

中
学
校
で
約
35
万
人
（
水
戸
市

は
23
年
度
７
７
６
人
）
で
す
。

不
登
校
当
事
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
子
ど
も
の
約
４
割
、
保
護

者
の
約
７
割
が
「
学
校
が
変
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

田
中
議
員
は
「
分
刻
み
の
時

間
割
の
改
善
、
先
生
の
増
員
、

３０
人
学
級
実
現
な
ど
、
明
日
も

行
き
た
い
と
思
え
る
学
校
づ
く

り
を
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

不
登
校
支
援
の
拡
充
求
め
る

不
登
校
支
援
の
拡
充
求
め
る

土田きよみ議員 田中まさき議員

　

今
年
４
月
と
５
月
、
市
の
清

掃
工
場
「
え
こ
み
っ
と
」
に
ゴ

ミ
を
搬
入
す
る
際
、
作
業
員
が

ご
み
ピ
ッ
ト
へ
転
落
す
る
事
故

が
立
て
続
け
に
２
回
発
生
。
今

　

田
中
議
員
は
「
不
登
校
を
怠

け
や
弱
さ
と
捉
え
た
り
、
親
の

甘
や
か
し
と
い
う
の
は
誤
り
だ
。

子
ど
も
は
、
学
校
や
社
会
の
中

で
違
和
感
を
抱
え
、
傷
つ
き
、

が
ま
ん
を
重
ね
た
す
え
に
登
校

で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
は
命
の

問
題
で
あ
り
、
特
に
不
登
校
初

期
は
心
の
ケ
ア
が
必
要
。
心
の

傷
へ
の
理
解
と
休
息
、
回
復
を

支
援
の
基
本
に
」
と
指
摘
。

　

土
田
議
員
は
、
一
般
質
問
で
、

小
学
校
の
プ
ー
ル
廃
止
方
針
に

と
も
な
い
、
実
施
を
と
り
や
め

て
し
ま
っ
た
夏
休
み
の
学
校

プ
ー
ル
開
放
事
業
を
再
開
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

土
田
議
員
は
、
子
ど
も
た
ち

や
市
民
が
楽
し
み
に
利
用
し
て

き
た
事
業
で
あ
る
こ
と
、
水
の

ま
ち
、
水
泳
の
ま
ち
と
し
て
発

展
し
て
き
た
水
戸
市
に
必
要
な

事
業
で
あ
り
、
使
え
る
プ
ー
ル

　

市
は
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
を

達
成
し
た
と
す
る
た
め
、
今
年

度
も
各
教
室
の
定
員
を
大
き
く

超
え
る
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま

す
。
定
員
の
倍
近
い
児
童
が
い

る
教
室
も
あ
り
、
靴
箱
や
ロ
ッ

カ
ー
も
足
り
ま
せ
ん
。

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め

施
設
の
改
善
が
急
務

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
費
用

昼
食
代
の
市
補
助
を

心
の
ケ
ア
を
基
本
に

　

ま
た
、
子
ど
も
を
一
人
に
で

き
な
い
た
め
、
保
護
者
が
短
時

間
勤
務
へ
の
切
り
替
え
や
休
職
、

不
登
校
離
職
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
田
中
議
員
は
「
収
入

は
減
る
一
方
で
食
事
や
外
出
、

学
び
の
支
出
が
増
え
、
経
済
的

困
難
に
直
面
す
る
。
昼
食
代
補

助
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
通
学
へ

の
市
独
自
補
助
を
」
と
要
求
。

新
荘
・
緑
岡
な
ど

す
ぐ
実
施
で
き
る

え
こ
み
っ
と
で

え
こ
み
っ
と
で

を
た
だ
放
置

す
る
の
は
市

民
の
財
産
の

棄
損
で
あ
り

許
さ
れ
な
い

と
主
張
。
少

な
く
と
も
現

学
校
プ
ー
ル
開
放
の
再
開
を

学
校
プ
ー
ル
開
放
の
再
開
を

　

暑
い
日
が
続
く
夏
場
は
外
遊

び
も
で
き
な
い
た
め
、
ぎ
ゅ
う

ぎ
ゅ
う
詰
め
の
教
室
で
子
ど
も

た
ち
も
支
援
員
も
安
心
安
全
で

快
適
な
教
室
と
は
程
遠
い
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

土
田
議
員
は
、
児
童
数
に
み

あ
っ
た
教
室
増
設
と
十
分
な
支

援
員
確
保
を
求
め
「
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
」
の
名
に
ふ

さ
わ
し
く
改
善
す
べ
き
と
主
張
。

　

ま
た
、
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
が
増
え
て
お
り
、

支
援
員
は
定
数
ギ
リ
ギ
リ
の
体

制
で
は
な
く
、
現
場
の
状
況
に

見
合
っ
た
加
配
を
す
べ
き
と
要

求
。
さ
ら
に
学
校
と
の
連
携
を

強
め
、
ど
の
子
に
も
行
き
届
い

た
ケ
ア
が
で
き
る
体
制
と
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

転
落
事
故

転
落
事
故

転
落
事
故

転
落
事
故

再
発
防
止
も
と
め
る

回
は
軽
症
で
し
た
が
、ご
み
ピ
ッ

ト
は
高
さ
１８
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

命
を
失
う
危
険
が
あ
り
ま
し
た
。

国保税限度額国保税限度額 年10９万円に値上げ年10９万円に値上げ

放
課
後
学
級
の
改
善
を

放
課
後
学
級
の
改
善
を

　

土
田
議
員
は
、
雨
が
降
る
と

入
り
口
で
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ

ようやくヒサシが付いた
内原小の放課後学級の写真
を示す土田議員

●
そ
の
他
の
質
問
項
目

　
西
部
図
書
館
の
樹
木
の
管
理

　
を
適
正
に
行
い
、
景
観
や
樹

　
木
の
健
康
維
持
に
市
が
責
任

　
を
も
つ
こ
と

●
そ
の
他
の
質
問
項
目

    

下
入
野
斎
場
入
口
交
差
点
に

　
信
号
の
設
置
を
求
め
る

　

さ
ら
に
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
で
学
校
に
は
行
け
な
い
が

給
食
は
食
べ
た
い
と
い
う
子
を

受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
ゆ
っ
た

り
過
ご
せ
る
校
内
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
へ
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

給
食
調
理
場
の
活
用
を

て
し
ま
う
堀
原
小
や
、
入
り
口

が
深
い
水
た
ま
り
に
な
っ
て
し

ま
う
渡
里
小
、
立
ち
木
が
覆
い

か
ぶ
さ
り
日
差
し
が
入
ら
ず
教

室
全
体
が
ジ
メ
ジ
メ
し
て
し
ま

う
三
の
丸
小
な
ど
、
何
年
も
改

善
さ
れ
な
い
現
状
を
指
摘
。

　

田
中
議
員
は
「
車
両
の
出
入

り
が
頻
繁
で
騒
音
も
大
き
く
、

再
発
の
可
能
性
が
あ
る
。
転
落

事
故
の
再
発
防
止
策
や
、
濡
れ

て
滑
り
や
す
い
ピ
ッ
ト
前
の
対

策
も
必
要
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

市
民
環
境
部
長
は
「
路
面
の

ゼ
ブ
ラ
表
示
や
安
全
作
業
講
習

会
を
開
催
し
た
。
墜
落
制
止
用

器
具
着
用
を
義
務
付
け
、
転
落

防
止
に
努
め
る
。
こ
ま
め
な
清

掃
で
ス
リ
ッ
プ
防
止
に
努
め
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

ごみピット（高さ 18ｍ）
の断面図を示す田中議員

　

さ
ら
に
、
梅
雨
の
季
節
か
ら

夏
場
に
向
け
早
急
な
改
善
を
要

す
る
エ
ア
コ
ン
や
水
道
の
故
障
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
カ
ビ
や
汚
れ
な

ど
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
、
速

や
か
に
対
応
す
る
こ
と
や
共
用

教
室
を
専
用
教
室
と
す
る
こ
と
、

各
教
室
へ
の
ト
イ
レ
の
設
置
等
、

予
算
の
拡
充
を
も
と
め
ま
し
た
。

す
ぐ
に
エ
ア
コ
ン
修
理
を

みと文化交流プラザみと文化交流プラザ 存続求める陳情存続求める陳情

在
、
使
用
可
能
な
プ
ー
ル
で
実

施
す
べ
き
と
再
開
を
要
求
。

　

土
田
議
員
は
「
新
荘
、
緑
岡

な
ど
利
用
者
が
多
く
人
気
の

あ
っ
た
プ
ー
ル
の
再
開
は
市
民

の
要
望
も
強
い
。
緑
岡
は
今
も

中
学
校
の
授
業
で
使
っ
て
お
り
、

こ
の
夏
か
ら
す
ぐ
に
実
施
で
き

る
。
方
針
を
見
直
し
実
施
を
！
」

と
、
重
ね
て
要
求
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
昨
年
同
様
に
市
の
屋

内
プ
ー
ル
を
開
放
す
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

国保税限度額＝最高額を3万円値上げし、年109万円
とする議案に反対したのは、日本共産党だけで他の
議員は賛成しました。物価高のなかで、値上げでは
なく値下げこそすべきです。

みと文化交流プラザの存続を求める陳情が、施設
を利用していた12団体から、6月議会に提出され
ました。土田議員は趣旨に賛同し採択を求めまし
たが、総務環境委員会で継続審議となりました。


